
クリニシアン ２０１１年度 総目次
（５８巻 通巻５９４～６０４号）

特 集

１月号（５９４号）アンチエイジングを考える
アンチエイジングとは
………同志社大学大学院生命医科学研究科 アンチエイジングリサーチセンター

教授 米 井 嘉 一 （７）
アンチエイジング医学の基本的な考え方
…………………東京大学大学院医学系研究科 加齢医学講座教授 大 内 尉 義 （１２）

アンチエイジングの生物学的基盤
……………順天堂大学大学院医学研究科 加齢制御医学講座教授 白 澤 卓 二 （１７）

ホルモンとアンチエイジング
……………………………福岡大学医学部 内分泌糖尿病内科教授 柳 瀬 敏 彦 （２３）

若々しさを保つために
眼の若さを維持する ……慶應義塾大学医学部 眼科学教室教授 坪 田 一 男 （２９）
口腔から全身の老化を防ぐ ……鶴見大学歯学部 教授・病院長 斎 藤 一 郎 （３５）
美しい肌を保つ
－アンチエイジングのための日々のスキンケアおよび美容医療について－
……………………湘南鎌倉総合病院 形成外科・美容外科部長 山 下 理 絵 （４１）
心肺機能の低下を防ぐ －心肺機能を維持するための身体活動について－
…慶應義塾大学 スポーツ医学研究センター 大学院健康マネジメント研究科

准教授 小 熊 祐 子 （４６）
運動器の衰えを防ぐために －健脚を保つ－
…………………………東京大学大学院 教育学研究科教授 武 藤 芳 照ほか （５４）

老化防止のために日常心がけること
長寿の水・若返りの水 －その効果的な水の飲み方－
……………………………………………人間総合科学大学 教授 藤 田 紘 一 郎 （６１）
よい睡眠をとる………名古屋大学大学院 環境学研究科教授 大 平 英 樹ほか （６７）
良好な対人関係を築く
…………………水島広子こころの健康クリニック（対人関係療法専門） 院長

水 島 広 子 （８１）
トピックス
スポーツで脳を健康に保つ
…………………………順天堂大学医学部 生理学第一講座教授 北 澤 茂 （８５）
老化によるもの忘れとアルツハイマー型認知症
………熊本大学大学院生命科学研究部 脳機能病態学分野（神経精神科）教授

池 田 学 （９１）
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今月号の表紙 昭和初期のヒット商品「クラブ美身クリーム」
…………………………………………………順天堂大学 名誉教授 酒 井 シ ヅ （３）

２月号（５９５号）悪性リンパ腫
悪性リンパ腫に対する標準的治療の変遷
……………………………国立病院機構名古屋医療センター 院長 堀 田 知 光 （３）

悪性リンパ腫診療の最近の展開
………………国立がん研究センター中央病院 血液腫瘍科副院長 飛 内 賢 正 （９）

悪性リンパ腫治療における新規薬剤の展望
………………………名古屋第二赤十字病院 血液・腫瘍内科部長 小 椋 美 知 則 （１６）

悪性リンパ腫の病理学
…………………岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 病理学教授 吉 野 正 （３７）

悪性リンパ腫の診断と分類
…………大阪大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科講師 柴 山 浩 彦ほか （４３）

悪性リンパ腫の染色体・遺伝子検査
……京都府立医科大学大学院医学研究科 血液・腫瘍内科学教授 谷 脇 雅 史 （４９）

悪性リンパ腫の治療効果判定と PETの意義
……………………………………………虎の門病院 血液内科医長 伊 豆 津 宏 二 （５５）

疾患各論
濾胞性リンパ腫……………東海大学医学部 血液・腫瘍内科教授 安 藤 潔 （６１）
慢性リンパ性白血病……………九州がんセンター 血液内科部長 鵜 池 直 邦 （６７）
マントル細胞リンパ腫
…………………東北大学大学院医学系研究科 血液分子治療学寄附講座准教授

石 澤 賢 一 （８１）
びまん性大細胞型 B細胞リンパ腫
………名古屋大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科准教授 木 下 朝 博 （８８）

T／NK細胞リンパ腫
…………三重大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科学講師 山 口 素 子 （９４）

成人 T細胞白血病リンパ腫：多発する日本での取り組み
…………………長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 原爆後障害医療研究施設

分子治療研究分野（原研内科）准教授 塚 崎 邦 弘（１００）
ホジキンリンパ腫……………慶應義塾大学医学部 血液内科 小 野 友 佳 子ほか（１０６）

集学的治療
造血幹細胞移植
…………自治医科大学附属さいたま医療センター 血液科教授 神 田 善 伸（１１３）

悪性リンパ腫治療に対する支持療法
………………福岡大学医学部 腫瘍・血液・感染症内科学教授 田 村 和 夫（１２１）

トピックス
Cancer Stem Cell（癌幹細胞）
………………………九州大学 病態修復内科（第一内科）教授 赤 司 浩 一（１２７）

悪性リンパ腫とエピジェネティクス
…………東京大学大学院医学系研究科 血液・腫瘍内科学 吉 見 昭 秀ほか（１３５）
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３月号（５９６号）循環器の救急医療
循環器疾患の救急医療モデル
……………………………慶應義塾大学医学部 救急医学教室教授 堀 進 悟 （２）

東京 CCU（Cardiovascular care unit）ネットワークの活動について
…………………駿河台日本大学病院 循環器科・心肺蘇生・救急心血管治療教授

長 尾 建 （７）
急性心筋梗塞症に対するプレホスピタルケアシステムの構築
…………国立循環器病研究センター 心臓血管内科部門 部門長 野 々 木 宏 （１３）

急性心筋梗塞：血栓溶解療法 －いまその役割を考える－
……………岩手医科大学 内科学 循環器・腎・内分泌分野循環器医療センター

循環器内科講師 伊 藤 智 範 （１８）
急性心不全：クリニカルシナリオ、硝酸薬、強心薬
………………………………日本医科大学 集中治療室・内科講師 佐 藤 直 樹 （２５）

虚血性心疾患：PCIの変遷……兵庫医科大学病院 循環器内科講師 藤 井 健 一 （３０）
循環器の救急におけるバイオマーカー
…………………………………兵庫県立尼崎病院 循環器内科部長 佐 藤 幸 人 （３５）

肺塞栓…………………………神戸掖済会病院 麻酔科・救急科医長 馬 屋 原 拓 （４３）
頻脈性不整脈………………北里大学医学部 循環器内科学診療教授 庭 野 慎 一 （４８）
徐脈性不整脈…………………………愛知医科大学 循環器内科講師 岩 亨 （５４）
セプシス
セプシスの概念……………………………慶應義塾大学 名誉教授 相 川 直 樹 （６９）
セプシスの治療とガイドライン（SSCG）
…………………北海道大学医学研究科 侵襲制御医学講座 救急医学分野教授

丸 藤 哲 （７５）
セプシスの病態
…………………名古屋大学大学院医学系研究科 救急・集中治療医学分野教授

松 田 直 之 （８３）
セプシスの早期診断と病態把握
………………………………岩手医科大学医学部 救急医学教授 遠 藤 重 厚 （９１）

重症セプシスに対する腹部臓器指向型管理
…………鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 集中治療部講師 垣 花 泰 之 （９５）

血液浄化療法
……………千葉大学大学院医学研究院 救急集中治療医学教授 織 田 成 人（１０１）

５９０号「続 他科医に聞きたいちょっとしたこと」追加回答
…………………………………………元東海大学法科大学院 教授 宇 都 木 伸（１０８）

４月号（５９７号）プロトンポンプ阻害剤の光と影
プロトンポンプ阻害剤の光と影
…………………………………北海道大学大学院 消化器内科教授 浅 香 正 博 （３）

プロトンポンプ阻害剤の光
消化性潰瘍に対する最適な治療法は？
……………………………筑波大学病院 光学医療診療部准教授 溝 上 裕 士 （８）
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消化性潰瘍診療ガイドライン発刊後の現状は？
…………………………東海大学医学部 内科学系総合内科教授 高 木 敦 司 （１４）

「H. pylori 感染の診断と治療のガイドライン２００９改訂版」発刊後の現状は？
……………………………………杏林大学医学部 第三内科教授 高 橋 信 一 （２０）

胃食道逆流症（GERD）に対する最適な治療法は？
…………………………………日本医科大学 消化器内科准教授 岩 切 勝 彦 （２６）

「胃食道逆流症（GERD）診療ガイドライン」発刊後の現状は？
…………………………大阪府済生会野江病院 消化器内科部長 羽 生 泰 樹 （３３）

上腹部症状に対する最適な治療法は？
………………………大阪市立大学大学院 消化器内科学准教授 富 永 和 作 （３８）

プロトンポンプ阻害剤の影
PPIは骨折リスクを増加させるか？
…………近畿大学医学部奈良病院 整形外科・リウマチ科教授 宗 圓 聰 （４６）

PPIは肺炎リスクを増加させるか？ ……島根大学 第二内科教授 木 下 芳 一 （５１）
PPIと抗血小板薬との併用は避けるべきか？
………………熊本大学医学部附属病院 心血管治療先端医療寄附講座特任講師

掃 本 誠 治ほか （５６）
トピックス
ピロリ菌外来の現状 －自由診療による除菌診療－
…………………………………北海道大学病院 光学医療診療部 小 野 尚 子 （６３）

クローン病に対するアダリムマブの有用性および安全性
………………………………福岡大学筑紫病院 消化器内科教授 松 井 敏 幸 （６８）

分子標的治療における PIVKA‐Ⅱ評価のポイント
……………………………近畿大学医学部 消化器内科講師 上 嶋 一 臣ほか （７６）

重症急性膵炎における Perfusion CTの有用性
……………………Gastroenterology and hepatology, Mayo Clinic � 喜 久 （８２）

温故重新 惜別の辞－「胃潰瘍」 ………大阪市立大学 名誉教授 小 林 絢 三 （９７）

５月号（５９８号）認知症が拓く新時代
認知症が拓く新しい社会
…………………大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室教授 武 田 雅 俊 （３）

専門医とかかりつけ医の役割……きのこ会きのこエスポアール病院 藤 沢 嘉 勝 （１２）
医療
・診断
症候学の観点から
…………………滋賀県立成人病センター 老年内科 診療部長 松 田 実 （１７）

画像診断の観点から
……金沢大学医薬保健研究域医学系 脳老化・神経病態学（神経内科学）教授

山 田 正 仁 （２２）
・治療
心理社会的介入と薬物療法
…………東北大学大学院医学系研究科 高齢者高次脳医学教授 目 黒 謙 一 （２９）
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薬物治療の最大化…………………………こだまクリニック 院長 木 之 下 徹 （３６）
ドネペジル塩酸塩１０㎎の投与意義
……………………………熊本大学医学部附属病院 神経精神科 橋 本 衛 （４１）

ドネペジル塩酸塩の至適用量
…………………………香川大学医学部 精神神経医学講座教授 中 村 祐 （４６）

ドネペジル塩酸塩の可能性………八千代病院 神経内科部長 川 畑 信 也ほか （５２）
エビデンスに基づく抗認知症薬の使い分け
………………………………………東京医科大学 老年病科教授 羽 生 春 夫 （５８）

認知症治療の現状とこれから（アルツハイマー病に関して）
…………東京大学大学院医学系研究科 分子脳病態科学 神経内科特任准教授

岩 田 淳 （６５）
ケア
認知症の本人の生きがいとは
……………認知症介護研究・研修東京センター 研究部副部長 永 田 久 美 子 （７１）

スピリチュアルケア
…………………NHK厚生文化事業団 チーフプロデューサー 川 村 雄 次 （７７）

笑顔の連鎖にするために……エスポアール出雲クリニック 院長 高 橋 幸 男 （８２）
根拠のある認知症ケア……医療法人 藤本クリニック 院長 藤 本 直 規ほか （９２）
認知症ケア －究極の知恵袋－
………………………………筑波大学臨床医学系 精神医学教授 朝 田 隆 （９９）

地域生活支援
認知症における地域連携 ～認知症のアウトリーチ～
…………………………………医療法人 敦賀温泉病院 理事長 玉 井 顯（１０３）

都市部における地域支援ネットワークの現状とこれから
……………………………日本医科大学武蔵小杉病院 内科教授 北 村 伸（１０８）

専門医療機関とまちづくり支援
………………独立行政法人国立長寿医療研究センター 第二脳機能診療科医長

武 田 章 敬（１１３）
成年後見制度施行１０年 －公的支援システムの創設が急務－
………………………………………………中央大学法学部 教授 新 井 誠（１１８）

認知症と自動車運転の現状と展望
……………………………慶應義塾大学医学部 精神神経科教授 三 村 將（１２２）

６月号（５９９号）続 他科医に聞きたいちょっとしたこと
高齢者で腰が曲がるのはなぜか
………………福島県立医科大学附属病院リハビリテーションセンター 病院教授

矢 吹 省 司 （４）
ワクチン接種における同時接種…川崎医科大学 小児科学教室教授 中 野 貴 司 （６）
慢性気管支炎と喘息の鑑別とリモデリング
……………………………………東京大学医学部 呼吸器内科教授 長 瀬 隆 英 （９）

腱反射は亢進？…………国際医療福祉大学三田病院 神経内科部長 武 田 克 彦 （１２）
大便のカロリーについて……………神奈川県立保健福祉大学 学長 中 村 丁 次 （１４）
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歯科治療との連携について
………………………慶應義塾大学医学部 歯科・口腔外科学教授 中 川 種 昭 （１６）

糖尿病の食事療法
……東京女子医科大学・糖尿病代謝内科（糖尿病センター）講師 中 神 朋 子 （１８）

百日咳………………………慶應義塾大学医学部 呼吸器内科准教授 浅 野 浩 一 郎 （２０）
横紋筋融解症の診断について…財団法人三越厚生事業団 常務理事 中 村 治 雄 （２２）
高齢者の必要（食事）摂取量と基礎代謝率について
………………………………………神奈川県立保健福祉大学 学長 中 村 丁 次 （２４）

頸椎椎間板ヘルニア（C４／５）の自覚症状
………………………………慶應義塾大学医学部 整形外科准教授 松 本 守 雄 （２７）

健康診断書の書き方について
………………財団法人 松翁会診療所 健診プラザ 特別顧問医 江 � 良 晴 （３０）

認知症の鑑別について
…………………東京大学大学院医学系研究科 加齢医学講座教授 大 内 尉 義 （３３）

水いぼやとびひの子供は、プールに入れないのか？
………………………神奈川県立こども医療センター 皮膚科部長 馬 場 直 子 （３６）

Helicobacter pylori 感染に伴う、生体の免疫反応
…………富山大学大学院 医学薬学研究部 内科学第三講座教授 杉 山 敏 郎 （３９）

HbA1cが見かけ上、低値になり得る疾患・状況
…………………東京大学大学院医学系研究科 消化器内科学 藤 永 秀 剛ほか （４１）

糖尿病発症リスクについて
…………………東京慈恵会医科大学大学院 医学研究科 代謝・栄養内科学教授

多 田 紀 夫 （４４）
原発性糸球体腎炎の発症メカニズム
…………慶應義塾大学医学部内科 腎臓・内分泌・代謝科准教授 林 晃 一 （５７）

ヘリコバクター・ピロリ感染から消化性潰瘍発症
……………兵庫医科大学 内科学講座（上部消化管科）主任教授 三 輪 洋 人 （５９）

「慢性の咳」について………………島根大学医学部 第２内科教授 木 下 芳 一 （６２）
TSHの検査について …………………虎の門小澤クリニック 院長 小 澤 安 則 （６５）
糖尿病性網膜症の硝子体手術について
…………………………東邦大学医療センター大橋病院 眼科講師 八 木 文 彦 （６９）

糖尿病の免疫力低下について
………順天堂大学大学院 スポートロジーセンター センター長 河 盛 隆 造 （７１）

小児のヒブワクチン、肺炎球菌ワクチンの接種について
…………………………国立成育医療研究センター 感染症科医長 齋 藤 昭 彦 （７４）

クロスカップリング反応について
…………同志社女子大学薬学部 医療薬学科 特別任用助教 山 本 康 友ほか （７８）

トピックス 粒子線治療 粒子線治療とは－総説－
…………………………………兵庫県立粒子線医療センター 院長 村 上 昌 雄 （８０）

特別寄稿 エーザイとパイオニア精神 エルメッドエーザイ１５周年によせて
……………………………………………川嶌整形外科病院 理事長 川 嶌 眞 人 （８７）
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７月号（６００号）乳癌最前線
わが国の乳がん診療の標準化を目指して
…………独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 名誉院長 高 嶋 成 光 （３）

今後の乳癌学会について………………………日本乳癌学会 理事長 池 田 正 （９）
乳癌検診の現状と課題
……聖マリアンナ医科大学附属研究所ブレスト＆イメージング先端医療センター

附属クリニック 院長 福 田 護 （１６）
腫瘍内科医の考える「乳がん薬物療法」
………………京都大学医学部附属病院 外来化学療法部講師 石 黒 洋ほか （２３）

乳がんの放射線治療
…………………京都大学大学院医学研究科 放射線腫瘍学・画像応用治療学教授

平 岡 眞 寛 （２９）
乳癌の病理学…公益財団法人 がん研究会 がん研究所 病理部臨床病理担当部長

秋 山 太 （３６）
乳癌の治療
乳癌診療の基本の留意点
…………………医療法人圭友会 浜松オンコロジーセンター 腫瘍内科 院長

渡 辺 亨 （４１）
・原発性乳癌
乳癌手術
……大阪大学大学院医学系研究科 乳腺内分泌外科准教授 玉 木 康 博ほか （５２）

乳房再建…………………………聖路加国際病院 乳腺外科副医長 矢 形 寛 （５７）
術前・術後薬物療法
…………………独立行政法人国立病院機構大阪医療センター 外科・乳腺外科

増 田 慎 三 （６７）
・進行再発乳癌
再発乳癌の内分泌療法
………熊本大学大学院生命科学研究部 乳腺・内分泌外科教授 岩 瀬 弘 敬 （９１）

化学療法
………独立行政法人国立がん研究センター東病院 化学療法科 向 井 博 文 （９５）

分子標的治療……………埼玉医科大学国際医療センター 副院長 佐 伯 俊 昭（１００）
集学的治療
抗癌剤副作用マネージメント
……………がん研有明病院 乳腺センター・化学療法科乳腺化学療法担当部長

伊 藤 良 則（１１１）
乳癌の「チーム医療」
……独立行政法人国立病院機構九州がんセンター 乳腺科 田 中 仁 寛ほか（１１７）

エリブリンメシル酸塩
エリブリンメシル酸塩の臨床試験成績－国内第�・�相試験－
………………………愛知県がんセンター中央病院 乳腺科部長 岩 田 広 治（１２５）
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エリブリンメシル酸塩（ハラヴェン�）の使用上の注意点
………………独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 乳腺・内分泌外科

青 儀 健 二 郎（１３２）
トピックス
効果予測検査の現状と今後の展望
……………………………………昭和大学医学部 乳腺外科教授 中 村 清 吾（１３８）

トピックス 粒子線治療 粒子線治療とは－治療の実際－
…………………………………兵庫県立粒子線医療センター 院長 村 上 昌 雄（１４４）

８月号（６０１号）膵臓疾患診断・治療の進歩と近未来
膵臓病診療の新時代へ
……………………東京女子医科大学 消化器内科学講座主任教授 白 鳥 敬 子 （２）

かかりつけ医における膵疾患の診断をどのようにすべきか？
…………………九州大学大学院医学研究院 病態制御内科准教授 伊 藤 鉄 英 （７）

膵疾患の画像評価…………………金沢大学医学部 放射線科准教授 蒲 田 敏 文 （２４）
ERCP検査と治療法はここまで進歩した
…………………………………手稲渓仁会病院 消化器病センター長 真 口 宏 介 （３５）

膵機能障害を考慮した慢性膵炎治療の手順……大津市民病院 院長 片 岡 慶 正 （４０）
自己免疫性膵炎治療の進歩
…………関西医科大学 内科学第三講座（消化器肝臓内科）教授 岡 崎 和 一 （５０）

膵機能低下に伴う NAFLD・NASHの成因
……………………………………三重大学 肝胆膵・移植外科教授 伊 佐 地 秀 司 （７３）

膵癌化学療法の展望…………杏林大学医学部 内科学腫瘍内科教授 古 瀬 純 司 （７９）
膵切除後長期フォローにおける注意点
……………………………近畿大学医学部 外科 肝胆膵部門教授 竹 山 宜 典 （８５）

膵癌の新たな治療法……………名古屋セントラル病院 院長 外科 中 尾 昭 公 （９２）
肝臓特集

PIVKA‐�の現状と将来
……………………………札幌厚生病院 第三消化器科 副院長 狩 野 吉 康 （９８）
アジアにおける肝疾患の診療実態（内科）
………………東京大学大学院医学系研究科 消化器内科学教授 小 池 和 彦（１０５）
アジアにおける肝疾患の診療実態（外科）
……………東京大学大学院医学系研究科 肝胆膵外科講師 青 木 琢ほか（１１２）

トピックス 胃 X線診断の重要性 ………半田内科医会 名誉会長 新 海 眞 行（１１８）

９・１０月合併号（６０２号）Imaging Medicine Innovation
Imaging Medicine Innovation

……………九州大学大学院医学研究院 臨床放射線科学分野教授 本 田 浩 （３）
神経領域
認知症画像………埼玉医科大学国際医療センター 核医学科教授 松 田 博 史 （１０）
CESTイメージング －新たなMRコントラストに基づく分子イメージング－
…………九州大学大学院医学研究院 臨床放射線科学分野 栂 尾 理ほか （１６）
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胸部領域
肺灌流MR画像
…………………………神戸大学大学院医学研究科 内科系講座放射線医学分野

機能・画像診断学部門特命准教授 大 野 良 治 （２７）
Dual Energy CT …………………奈良県立医科大学 放射線科 三 浦 幸 子ほか （３６）

心臓領域
心臓 CTにおける低線量撮影技術 －１０mSvから１mSvへ－
……………………………………愛媛大学医学部 放射線科教授 望 月 輝 一 （４１）

MRIによる心不全左室同期性障害の評価
……………九州大学大学院医学研究院 分子イメージング・診断学講座准教授

長 尾 充 展 （４７）
腹部領域

Multi-transmit RF送信技術を搭載した３．０T MRI装置について
…………東海大学医学部 専門診療学系画像診断学 医学部長 今 井 裕 （５２）

Gd-EOB-DTPA造影MRI

………………金沢大学大学院医学系研究科 経血管診療学 北 尾 梓ほか （５８）
Dual Energy CT

………………………大阪大学大学院医学系研究科 放射線統合医学講座准教授
金 東 石ほか （６５）

消化管領域
Wall-Carving技術
………………九州大学大学院医学研究院 臨床放射線科学 古 森 正 宏ほか （７８）

核医学
新しいトレーサ技術：心臓
…………………北海道大学大学院医学研究科 核医学分野教授 玉 木 長 良 （８５）

新しいトレーサ技術：腫瘍
…………放射線医学総合研究所 分子イメージング研究センター センター長

藤 林 靖 久 （９０）
放射線治療
重粒子線治療
……放射線医学総合研究所 重粒子医科学センター フェロー � 井 博 彦 （９４）

トモセラピー
………名古屋市立大学大学院医学研究科 放射線医学分野教授 芝 本 雄 太（１０２）

１１月号（６０３号）運動器の１０年－ロコモティブシンドロームと変形性膝関節症
ロコモティブシンドロームと変形性膝関節症 －膝関節障害の克服を目指して－
…………広島大学大学院 整形外科学教授、広島大学理事・副学長（医療担当）

越 智 光 夫 （３）
ロコモティブシンドローム啓発活動の現状
…………………………………江戸川病院 慶友人工関節センター センター長、

ロコモチャレンジ！推進協議会委員長 泉 田 良 一 （１０）
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疫学
わが国における変形性膝関節症の疫学
…………東京大学医学部附属病院２２世紀医療センター 関節疾患総合研究講座

特任准教授 吉 村 典 子 （１６）
病因および病態
変形性関節症の病因と病態
……東京大学大学院医学系研究科 感覚・運動機能医学講座整形外科学准教授

川 口 浩 （２５）
診断
変形性膝関節症の臨床症状と理学所見
………………………神戸大学大学院医学研究科 外科系講座 整形外科学講師

秋 末 敏 宏ほか （３１）
変形性膝関節症の生物学的マーカー
………………………藤田保健衛生大学医学部 整形外科学教授 山 田 治 基 （３７）

変形性膝関節症の画像診断
………帝京大学ちば総合医療センター 整形外科学准教授 渡 辺 淳 也ほか （４４）

変形性膝関節症の動態解析
…………………………新潟大学研究推進機構 超域学術院教授 大 森 豪 （４９）

変形性膝関節症の鑑別診断
………………横浜市立大学大学院医学研究科 運動器病態学（整形外科）教授

齋 藤 知 行 （５４）
予防と治療
変形性膝関節症を予防・克服するための生活指導
…………………………………兵庫医科大学 整形外科主任教授 吉 矢 晋 一 （６１）

変形性膝関節症を予防・克服するための運動療法
…………………東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 運動器外科学教授

宗 田 大 （６５）
変形性膝関節症に対する関節内ヒアルロン酸注入療法の効果
……………………………………近畿大学医学部 整形外科教授 福 田 寛 二 （７１）

変形性膝関節症に対する足底板の効果 －２０１０～２０１１年の国際雑誌掲載論文の要約－
………………………戸田整形外科リウマチ科クリニック 院長 戸 田 佳 孝 （７６）

変形性膝関節症に対する膝機能的外反装具の効果
…………広島大学大学院保健学研究科 保健学専攻心身機能生活制御科学講座

運動器機能医科学教授 出 家 正 隆ほか （８１）
変形性膝関節症に対する関節鏡視下手術
……………………………島根大学医学部 整形外科学教室教授 内 尾 祐 司 （８７）

変形性膝関節症に対する脛骨骨切り術
…………熊本大学大学院生命科学研究部 運動骨格病態学教授 水 田 博 志 （９３）

変形性膝関節症に対する単顆人工関節置換術（UKA）
…………慶應義塾大学医学部 スポーツ医学総合センター教授 松 本 秀 男 （９９）
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変形性膝関節症に対する全人工膝関節置換術（TKA）
…………日本医科大学大学院医学研究科 感覚運動機能再建学（整形外科学）

主任教授 高 井 信 朗（１０５）
トピックス 大腿骨近位部骨折術後患者の生命予後と日常生活動作調査
…………………………………手稲渓仁会病院 整形外科部長 大 野 和 則ほか（１０９）

１２月号（６０４号）痛みの臨床
痛みの臨床 ……JR東京総合病院 名誉院長、東京大学 名誉教授 花 岡 一 雄（３）
神経障害性疼痛
帯状疱疹後神経痛
……………日本大学医学部麻酔科学系 麻酔科学分野主任教授 小 川 節 郎（８）

糖尿病性神経障害によるしびれ、痛み －有痛性神経障害－
…………………………………青森県立中央病院 神経内科部長 馬 場 正 之（１３）

運動器疾患に伴う神経障害性疼痛
………………………札幌医科大学医学部 整形外科学講座教授 山 下 敏 彦（１８）

神経障害性疼痛（神経障害痛）薬物療法ガイドライン
……………………京都府立医科大学 疼痛緩和医療学講座教授 細 川 豊 史（２５）

痛みとしびれの診断
診察の手順 神経内科医の立場から
…………………康生会武田病院 神経脳血管センター所長 秋 口 一 郎ほか（３３）

上肢の痛み・しびれの診断
…大阪大学大学院医学系研究科 器官制御外科学整形外科講師 村 瀬 剛（３９）

下肢の痛み・しびれの診断
…………………福島県立医科大学医学部 整形外科学講座教授 紺 野 愼 一（４６）

骨粗鬆症性脊椎圧迫骨折
……………………千葉大学大学院医学研究院 整形外科学 大 鳥 精 司ほか（５２）

がんによる痛みとしびれ
がんによる神経障害性疼痛
………………順天堂大学医学部 麻酔科学・ペインクリニック講座先任准教授

井 関 雅 子（５８）
化学療法に伴う神経障害性疼痛
……………和歌山県立医科大学 第一外科（乳腺外科）准教授 尾 浦 正 二（８０）

肺癌の術後遺残性疼痛……帝京大学医学部 外科学講座講師 松 谷 哲 行ほか（８５）
頭痛
救急外来を訪れる頭痛患者になすべきこと
………………………………………………温知会間中病院 院長 間 中 信 也（９１）

働き盛りの頭痛 ～社会生産性向上のために産業医が担う役割～
…………………………………三越厚生事業団 三越診療所部長 横 山 雅 子（９８）

何がつらい？ 何ができる？ 女性の困った頭痛
……神奈川歯科大学附属横浜研修センター 横浜クリニック 内科学講座教授

五 十 嵐 久 佳（１０５）
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なかなか治らない難治性頭痛 専門医に紹介したい！
………………医療法人寿会富永病院 副院長 神経内科部長 頭痛センター長

竹 島 多 賀 夫（１１１）
急増する薬物乱用頭痛 －その背景にあるもの－
……株式会社セイジョー 店舗運営本部調剤部課長 薬剤師 初 鹿 妙 子（１１９）

トピックス
複合性局所疼痛症候群（CRPS）………川崎市立川崎病院 院長 堀 内 行 雄（１２４）
運動器に関わる慢性疼痛の実態
………………………慶應義塾大学医学部 整形外科専任講師 中 村 雅 也（１３１）

連 載
私の座右銘
�３８７一葉知秋…………………国立病院機構名古屋医療センター 院長 堀 田 知 光５９５号
�３８８此の社会に何を遺すか
……………………………慶應義塾大学医学部 救急医学教室教授 堀 進 悟５９６号

�３８９Stay hungry, stay foolish! ……北海道大学大学院 消化器内科教授 浅 香 正 博５９７号
�３９０明暗の境に立つ
…………………大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室教授 武 田 雅 俊５９８号

�３９１与えられた場で全力を尽くす……………松山赤十字病院 病院長 渕 上 忠 彦５９９号
�３９２内外合一 活物窮理
…………独立行政法人国立病院機構四国がんセンター 名誉院長 高 嶋 成 光６００号

�３９３原点に戻る………東京女子医科大学 消化器内科学講座主任教授 白 鳥 敬 子６０１号
�３９４病む人の気持を
……………九州大学大学院医学研究院 臨床放射線科学分野教授 本 田 浩６０２号

�３９５夢と情熱
…………広島大学大学院 整形外科学教授、広島大学理事・副学長（医療担当）

越 智 光 夫６０３号
�３９６金剛心 ………JR東京総合病院 名誉院長、東京大学 名誉教授 花 岡 一 雄６０４号

Quiz この患者をどう診断するか
�１７４無症状で胸部の陰影が急速に増大した症例
……………赤穂市民病院 呼吸器科 山 口 将 史ほか ５９８号 出題（９１）・解答（１４４）

�１７５無痛性の血便を主訴に来院した高齢女性
…松山赤十字病院 胃腸センター 所長 蔵 原 晃 一 ５９９号 出題（５６）・解答（１１１）

GPのためのセミナー－先端医学トレンド
�１２０造血器腫瘍と活性化チロシンキナーゼ
……………………大阪大学医学部附属病院 化学療法部／血液・腫瘍内科准教授

水 木 満 佐 央 ５９５号 （７３）
�１２１高血圧の遺伝素因とテーラーメイド医療の可能性
…大阪大学大学院医学系研究科 老年・腎臓内科学講師 神 出 計 ５９６号 （６１）
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�１２２個別化が進む乳がん治療－Multigene Assay

……………………………大阪大学大学院医学系研究科 乳腺・内分泌外科学講座
中 山 貴 寛 ６００号 （８１）

�１２３炎症性腸疾患のバイオマーカー
……………大阪大学大学院医学系研究科 消化器内科学 新 崎 信 一 郎 ６０１号 （５７）

�１２４アルツハイマー病治療の将来展望
………大阪大学大学院医学系研究科 精神医学教室講師 大 河 内 正 康 ６０２号 （７１）

�１２５腫瘍幹細胞の可視化を目指して
………大阪大学大学院医学系研究科 病態病理学教室・大阪大学医学部附属病院

病理部准教授 森 井 英 一 ６０４号 （６５）

研究会拝見〈全国消化器疾患研究会より〉
�弘前消化器病研究会 …………弘前市立病院 副院長 東 野 博ほか ５９４号 （７３）
�浜松消化器病研究会
…………………浜松医科大学 外科学第二講座教授 今 野 弘 之ほか ５９７号 （８９）

�東北膵臓研究会 …………東北大学 消化器内科教授 下 瀬 川 徹ほか ５９９号 （４９）
�平塚市消化器研究会 …三浦胃腸科クリニック 院長 三 浦 敏 洋ほか ６０１号 （６３）
�熊本消化器カンファランス
………………済生会熊本病院 消化器病センター特別顧問 多田修治ほか ６０４号 （７１）

１／f－いのち、自然のゆらぎ
聖路加国際病院 小児科部長 副院長 細 谷 亮 太

あまのはら ………………………………………………………………………………５９４号 （７９）
日本の冬 …………………………………………………………………………………５９５号 （７９）
「枯野」より「密柑」……………………………………………………………………５９６号（１２０）
春の幽霊 …………………………………………………………………………………５９７号（１２４）
春眠不覚暁 ………………………………………………………………………………５９８号 （８９）
ごめん、地球 ……………………………………………………………………………５９９号（１１２）
忘れない …………………………………………………………………………………６００号 （９０）
少しこわい話 ……………………………………………………………………………６０１号（１３４）
つるべ落し ………………………………………………………………………………６０２号 （７７）
青春 ………………………………………………………………………………………６０３号（１２０）
おとこおや ………………………………………………………………………………６０４号 （７８）

２１世紀の医療連携
�地域医療連携クリニカルパス －現状と課題そして将来－
………………………………………済生会熊本病院 院長 副 島 秀 久 ５９８号（１２８）

�大学病院と一般地域病院による血液疾患医療連携の試み
……………関西医科大学 内科学第一講座主任教授 野 村 昌 作ほか ６０２号（１０８）
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認知症になっても安心して暮らせる町づくり
�かかりつけ医ができること
…………………医療法人 井上クリニック 内科 院長 井 上 博 司 ５９５号（１４１）

�認知症でも尿失禁に悩まない地域づくりを目指して
…………………………泌尿器科 あらきクリニック院長 荒 木 映 雄 ５９７号（１１２）

�認知症の理解から一歩進んだ交流からの地域支援が急務
…………グループホーム エーデルワイス 代表取締役 青 山 由 美 子 ５９９号（１０２）

� ……………………………………大牟田医師会 会長 蓮 澤 浩 明ほか ６０１号（１２４）

新連載 悪性リンパ腫
がん研有明病院 血液腫瘍科部長 畠 清 彦

�悪性リンパ腫とは？ …………………………………………………………………５９６号（１１２）
�悪性リンパ腫検査と診断 ……………………………………………………………５９７号（１０３）
�薬剤による治療 ………………………………………………………………………５９８号（１３４）
�細胞移植療法 …………………………………………………………………………５９９号 （９６）
�手術・放射線療法 ……………………………………………………………………６００号（１５５）

新連載 乳がん
がん研有明病院 血液腫瘍科部長 畠 清 彦

�検査、病理と診断 ……………………………………………………………………６０２号（１１３）
�再発と転移 ……………………………………………………………………………６０３号（１１６）
�乳がんの薬剤による治療 ……………………………………………………………６０４号（１３６）
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